
　紀
き

元
げん

前
ぜん

5世
せい

紀
き

、私
わたし

ネヘミヤは、ペ

ルシャのアルタクセルクセス王
おう

（別
べつ

名
めい

：アルタシャスタ王）に出
だ

される

飲
の

み物
もの

の毒
どく

見
み

をする給
きゅう

仕
じ

役
やく

という、

名
めい

誉
よ

ある地
ち

位
い

に就
つ

いていた。当
とう

時
じ

、

神
かみ

の選
せん

民
みん

らは、神に対
たい

する罪
つみ

や反
はん

抗
こう

への報
むく

いとして、捕
ほ

囚
しゅう

になっていた

　ユダヤ人
じん

である私
わたし

は、1,000km以
い

上
じょう

も離
はな

れたエルサレムから、ハナニ

やユダの人
ひと

達
たち

がやって来
き

たと聞
き

いた

ので、同
どう

胞
ほう

らの消
しょう

息
そく

が気
き

がかりで

たまらず、すぐさま使
つか

いをやって、

彼
かれ

らをスサの宮
きゅう

廷
てい

に招
まね

き寄
よ

せた。

　エルサレムの暮
く

らしはどうかと

聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

第
だい

９号
ごう

2022年
ねん

1月
がつ

14日
か

夢
ゆめ

を築
きず

いた人
ひと

子
こ

供
ども

のためのネヘミヤ記
き

 

夢を築いた人

子供のためのネヘミヤ記

たずねると、ハナニは、捕
ほ

囚
しゅう

から

もどった人
ひと

達
たち

は大
たい

変
へん

な苦
く

悩
のう

とはずか

しめのうちにあるという、悲
かな

しい話
はなし

を

した。かつての立
りっ

派
ぱ

な城
じょう

壁
へき

は廃
はい

墟
きょ

と

なり、その門
もん

も焼
や

かれたままで、だ

れもそれを直
なお

そうとする者
もの

はいない

ということだった。

　それを聞
き

いて、私
わたし

は泣
な

きくずれた。

数
すう

日
じつ

間
かん

断
だん

食
じき

し、ひたすら祈
いの

った。そ

して、イスラエルの民
たみ

である我
われ

々
われ

が

これらの災
さい

難
なん

にあっているのは、自
じ

分
ぶん

達
たち

自
じ

身
しん

の罪
つみ

のためであることを悟
さと

った。私も同
どう

胞
ほう

らも私の父
ちち

の家
いえ

も

悪
あく

を行
おこな

ったことを、私は主
しゅ

に告
こく

白
はく

し

た。

　「主
しゅ

よ、何
なん

年
ねん

も前
まえ

にあなたは、あ

なたのしもべモーセを通
とお

して、もし

私
わたし

達
たち

が反
はん

逆
ぎゃく

するならば、私達はもろ

もろの民
たみ

の間
あいだ

に散
ち

らされ、敵
てき

によっ

て捕
と

らわれの身
み

となり、ひどい目
め

に

あうだろうと警
けい

告
こく

して下
くだ

さいました

それが、今
いま

起
お

こっていることです。

けれどもあなたは、もし私達が悔
く

い

改
あらた

め、従
じゅう

順
じゅん

になってあなたに立
た

ち

返
かえ

るならば、私達を祝
しゅく

福
ふく

し、再
ふたた

び故
こ

郷
きょう

へ連
つ

れもどして下さるとも言
い

われ

ました。」1

　私
わたし

の心
こころ

は、エルサレムにいる同
どう

胞
ほう

を助
たす

けたいという熱
ねつ

望
ぼう

にかられた

が、王
おう

のしもべである私
わたし

が、一
いっ

体
たい

ど

うすれば、エルサレムへ行
い

く許
きょ

可
か

を

王からいただけるだろうか？　祈
いの

っ

ていると、神
かみ

が奇
き

跡
せき

を起
お

こして下
くだ

さ

るにちがいないという想
おも

いが湧
わ

き

起
お

こった。

　私
わたし

は祈
いの

った。「主
しゅ

よ、どうか私を

恵
めぐ

み、アルタクセルクセス王
おう

の前
まえ

で

あわれみを得
え

られますように！」

ネヘミヤについてのもう１
ひと

つの物
もの

語
がたり

「貧
まず

しい者
もの

達
たち

を守
まも

る」も、読
よ

んでね。

。

。
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　それからの数
すう

か月
げつ

間
かん

というもの、

私
わたし

は悲
かな

しみを隠
かく

しておくのがますま

す困
こん

難
なん

になってきた。ある日
ひ

のこと、

私が王
おう

にワインを持
も

って行
い

くと（王
おう

妃
ひ

も共
とも

に座
すわ

っておられた）、王は、

普
ふ

段
だん

王の前
まえ

で明
あか

るい顔
かお

をしている

私が非
ひ

常
じょう

に落
お

ち込
こ

んでいる様
ようす

子であ

ることに気
き

付
づ

いた。

　「そちは病
びょう

気
き

でもないのに、一
いっ

体
たい

どういう訳
わけ

で、そんなに悲
かな

しそうな

顔
かお

をしておるのだ？」と王
おう

がたずね

た。

　私
わたし

は答
こた

えた。「王
おう

様
さま

。私の先
せん

祖
ぞ

の

墓
はか

がある町
まち

が廃
はい

墟
きょ

となり、同
どう

胞
ほう

が

大
おお

いなる苦
くる

しみを味
あじ

わっていると

知
し

って、悲
かな

しまずにおられましょう

か？」

　「そうか。それでは、そちは何
なに

を

願
ねが

うのか？　私
わたし

にできることはない

かね？」と王
おう

様
さま

がたずねた。

　そこで私
わたし

は思
おも

い切
き

って、エルサレ

ムの城
じょう

壁
へき

を再
さい

建
けん

するために私
わたし

を派
は

遣
けん

していただけないかとお願
ねが

いした。

王
おう

は少
すこ

し考
かんが

え込
こ

んでいた。私は勤
きん

勉
べん

で忠
ちゅう

義
ぎ

の厚
あつ

いしもべだったので、ア

ルタクセルクセス王
おう

は心
こころ

からの理
り

解
かい

を示
しめ

して下
くだ

さった。

　「どのくらいの期
き

間
かん

、不
ふ

在
ざい

になる

のか？」とたずねられたので、私
わたし

が

期
き

間
かん

を定
さだ

めて王
おう

に申
もう

し上
あ

げると、王は

承
しょう

知
ち

して下
くだ

さった。

　アルタクセルクセス王
おう

は、推
すい

薦
せん

状
じょう

を書
か

いて私
わたし

をユダの総
そう

督
とく

に任
にん

命
めい

して

下
くだ

さったばかりか、エルサレム地
ち

方
ほう

の王
おう

室
しつ

森
しん

林
りん

管
かん

理
り

人
にん

にも、工
こう

事
じ

に必
ひつ

要
よう

な材
ざい

木
もく

をすべて提
てい

供
きょう

するようにとの

手
て

紙
がみ

を書
か

いて下さった。また、長
なが

く

危
き

険
けん

な旅
たび

に備
そな

えて、警
けい

護
ご

隊
たい

も付
つ

けて

下さった。

　エルサレムに着
つ

くと、私
わたし

は夜
よる

の闇
やみ

の中
なか

で城
じょう

壁
へき

の視
し

察
さつ

を行
おこな

った。敵
てき

が大
おお

勢
ぜい

いたので、町
まち

の守
まも

りを固
かた

めようと

すれば妨
ぼう

害
がい

されることは分
わ

かってい

た。それで、しっかりとした計
けい

画
かく

が

できるまで、私
わたし

はこのことをだれに

も告
つ

げなかった。

　準
じゅん

備
び

が整
ととの

うと、私
わたし

は町
まち

の司
つかさ

や祭
さい

司
し

や貴
き

族
ぞく

らを呼
よ

び集
あつ

めた。そして、神
かみ

の

手
て

が私と共
とも

にあり、エルサレムを

再
さい

建
けん

する時
とき

が来
き

たこと、そして王
おう

から

の支
し

援
えん

も受
う

けていることを告
つ

げた。

　すると、人
ひと

々
びと

は奮
ふる

い立
た

って叫
さけ

んだ。

「さあ、立ち上
あ

がって築
きず

こう！」

　私
わたし

の信
しん

仰
こう

と再
さい

建
けん

の構
こう

想
そう

は、私の言
こと

葉
ば

を聞
き

いたすべての人
ひと

々
びと

の心
こころ

の中
なか

に、新
あら

たな希
き

望
ぼう

の明
あ

かりを灯
とも

した。

私が来
く

るまで、人々は意
い

気
き

消
しょう

沈
ちん

し、

方
ほう

向
こう

性
せい

を見
み

失
うしな

っていたが、今
いま

や彼
かれ

ら

は、同
おな

じ目
もく

標
ひょう

を目
め

指
ざ

し、喜
き

々
き

として

心を一
ひと

つにしているのだ。

　とは言
い

え、すべてが順
じゅん

調
ちょう

という訳
わけ

ではなかった。イスラエルには敵
てき

が

いたからだ。エルサレムの城
じょう

壁
へき

を

再
さい

建
けん

しようという人
ひと

が来
き

たというの

で、ホロニ人
びと

のサンバラテとアンモ

ン人
びと

のトビヤは腹
はら

を立
た

てていた。彼
かれ

らはすぐに、私
わたし

の指
し

導
どう

者
しゃ

としての信
しん

用
よう

を落
お

とそうとして、エルサレムの

守
まも

りを固
かた

めて王
おう

に反
はん

逆
ぎゃく

しようとして

いるなどと非
ひ

難
なん

し、悪
わる

いうわさを言
い

いふらした。

　私
わたし

は、そんなものには動
どう

じない。

反
はん

対
たい

に、神
かみ

のしもべである我
われ

々
われ

は、

神の助
たす

けによってエルサレムを再
さい

建
けん

するのであって、彼
かれ

らには妨
ぼう

害
がい

する

権
けん

利
り

など全
まった

くないと言
い

い放
はな

った。

　私
わたし

はすぐさま、城
じょう

壁
へき

の再
さい

建
けん

工
こう

事
じ

を

部
ぶ

分
ぶん

ごとに分
わ

けて各
かく

家
いえ

に割
わ

り振
ふ

った。

彼
かれ

らは皆
みな

、各
おの

々
おの

割
わ

り当
あ

てられた仕
し

事
ごと

を立
りっ

派
ぱ

に果
は

たしてくれるであろう。

皆、やる気
き

満
まん

々
まん

だった。毎
まい

日
にち

少
すこ

しずつ

城壁が修
しゅう

繕
ぜん

されていく様
ようす

子を目
ま

の

当
あ

たりにした敵
てき

は、怒
いか

り狂
くる

った。そ

して、彼らの暴
ぼう

言
げん

はますますひどく

なった。彼らは工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に来
き

ては、

絶
た

えず労
ろう

働
どう

者
しゃ

達
たち

や私をあざけった。



　「一
いっ

体
たい

お前
まえ

達
たち

は、何
なに

をしているん

だ？　あの巨
きょ

大
だい

な城
じょう

壁
へき

を直
なお

せると

でも思
おも

っているのか？　お前
まえ

達
たち

が築
きず

い

ているものはもろくて、キツネ１
いっ

匹
ぴき

が上
のぼ

っても、くずれてしまうだろう

よ！」

　彼
かれ

らが侮
ぶ

辱
じょく

すればするほど、私
わたし

は

もっと祈
いの

った。そして神
かみ

は、工
こう

事
じ

を

継
けい

続
ぞく

する力
ちから

を増
ま

し加
くわ

えて下
くだ

さった。

城
じょう

壁
へき

がもうすぐ完
かん

成
せい

しようとしてい

るのを見
み

ると、サンバラテとトビヤ

は、町
まち

の中
なか

に潜
せん

入
にゅう

して労
ろう

働
どう

者
しゃ

達
たち

を

１
ひとり

人ずつ殺
さつ

害
がい

し、恐
きょう

怖
ふ

を与
あた

えて士
し

気
き

をくじこうと企
くわだ

てた。

　彼
かれ

らが陰
いん

謀
ぼう

を企
くわだ

てているうわさを

聞
き

いても、私
わたし

はひるまなかった。返
かえ

って、労
ろう

働
どう

者
しゃ

達
たち

を剣
つるぎ

と弓
ゆみ

と槍
やり

で武
ぶ

装
そう

させ、また24時
じ

間
かん

体
たい

制
せい

で警
けい

備
び

させ

た。

　私
わたし

は叫
さけ

んで言
い

った。「彼
かれ

らを恐
おそ

れ

てはならない。あなたがたの神
かみ

で

ある主
しゅ

を思
おも

い起
お

こし、同
どう

胞
ほう

や息
むす

子
こ

、

娘
むすめ

、妻
つま

や家
か

族
ぞく

のために戦
たたか

うのだ！」

　それ以
い

来
らい

、労
ろう

働
どう

者
しゃ

達
たち

は剣
つるぎ

を帯
お

び、

資
し

材
ざい

を運
はこ

ぶ者
もの

は片
かた

手
て

に武
ぶ

器
き

を持
も

ち、

もう一
いっ

方
ぽう

の手
て

で工
こう

事
じ

をした。警
けい

戒
かい

を

怠
おこた

ることなく、問
もん

題
だい

が起
お

これば

いつでもすぐ駆
か

け付
つ

けられるように、

私
わたし

達
たち

は、眠
ねむ

る時
とき

も服
ふく

を着
き

たまま眠
ねむ

っ

た。

　城
じょう

壁
へき

と門
もん

が完
かん

成
せい

に近
ちか

いことがサン

バラテとトビヤに伝
つた

わると、彼
かれ

らは

私
わたし

に特
とく

命
めい

使
し

者
しゃ

を送
おく

ってこう言
い

わせ

た。「オノの平
へい

野
や

にある一
ひと

つの村
むら

で

話
はな

し合
あ

いをしましょう。おいで下
くだ

さ

い。」

　だが、その平
へい

和
わ

会
かい

談
だん

が、私
わたし

に危
き

害
がい

を加
くわ

えようとする罠
わな

であることは分
わ

かっていた。

　そこで私
わたし

はこう答
こた

えた。「私
わたし

は大
おお

きな工
こう

事
じ

をしているので、下
くだ

って行
い

くことはできません。この工事を一
いち

時
じ

中
ちゅう

断
だん

してあなたがたと話
はな

し合
あ

いに

行
い

くことなど、できましょうか？」

　敵
てき

はこのような使
つか

いを４度
ど

も送
おく

っ

てきたが、私
わたし

は彼
かれ

らと会
あ

うことを拒
きょ

否
ひ

した。すると今
こん

度
ど

は、公
こう

開
かい

書
しょ

簡
かん

を

送ってきた。そこには、信
しん

頼
らい

できる

情
じょう

報
ほう

筋
すじ

によると、私がエルサレムの

城
じょう

壁
へき

を築
きず

いているのは、アルタクセ

ルクセス王
おう

に対
たい

して反
はん

乱
らん

を起
お

こすた

めだと書
か

かれていた。そして、もし

私
わたし

が彼
かれ

らとの話
はな

し合
あ

いを拒
きょ

否
ひ

するな

ら、このような反
はん

逆
ぎゃく

行
こう

為
い

を王
おう

に報
ほう

告
こく

すると脅
きょう

迫
はく

してきた。

　ユダの不
ふ

忠
ちゅう

な貴
き

族
ぞく

達
たち

は、トビヤの

ためにスパイ活
かつ

動
どう

をし、私
わたし

の一
いっ

挙
きょ

一
いち

動
どう

を報
ほう

告
こく

する一
いっ

方
ぽう

、狡
こう

猾
かつ

にも私には

トビヤの仮
か

想
そう

の善
ぜん

行
こう

を信
しん

じさせよう

とした。私を混
こん

乱
らん

させ、気
き

をくじこ

うとしていたのだ。だが私は、主
しゅ

と

主の仕
し

事
ごと

に目
め

を留
と

めていた。

　私
わたし

は祈
いの

った。「主
しゅ

よ、彼
かれ

らは私
わたし

達
たち

が

仕
し

事
ごと

でつかれ切
き

っていると思
おも

って、

私達を脅
おど

そうとしています。どうか

今
いま

、私の手
て

を強
つよ

めて下
くだ

さい。」



　確
たし

かに人
ひと

々
びと

は、敵
てき

が絶
た

え間
ま

なく

デマを流
なが

してくる中
なか

で城
じょう

壁
へき

を再
さい

建
けん

する仕
し

事
ごと

をするのには、つかれてき

ている。だが私
わたし

の信
しん

仰
こう

はびくともし

ない。私はしんぼうし続
つづ

けた。その

秘
ひ

訣
けつ

とは、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の力
ちから

に頼
たよ

るので

はなく、主
しゅ

に力と知
ち

恵
え

を求
もと

めること

だ。それゆえに、神
かみ

は私を大
おお

いに

祝
しゅく

福
ふく

して下
くだ

さった。

　まもなくすると、一
いっ

見
けん

不
ふ

可
か

能
のう

のよ

うに思
おも

えた城
じょう

壁
へき

の再
さい

建
けん

工
こう

事
じ

が終
お

わっ

た。それも、たったの52日
にち

で完
かん

成
せい

し

たのだ！　鉄
てつ

と材
ざい

木
もく

でできた巨
きょ

大
だい

な

門
もん

がついに取
と

り付
つ

けられ、閉
と

じられ

た時
とき

、町
まち

中
じゅう

に歓
かん

喜
き

の声
こえ

が上
あ

がった。

私
わたし

が来
く

る前
まえ

は、つかれ果
は

てて希
き

望
ぼう

を

失
うしな

っていた人
ひと

達
たち

が、工
こう

事
じ

が遂
つい

に完
かん

成
せい

した今
いま

は、喜
よろこ

びに満
み

ちて大
おお

通
どお

りで

歌
うた

を歌っているのだ！

　後
のち

に、私
わたし

はこう記
き

録
ろく

した。「周
しゅう

囲
い

の

国
くに

々
ぐに

がこのことを聞
き

いた時
とき

、彼
かれ

らは、

私
わたし

達
たち

が神
かみ

の助
たす

けによってこの工
こう

事
じ

を

成
な

し遂
と

げたことを悟
さと

ったので、恐
おそ

れ

て自
じ

信
しん

喪
そう

失
しつ

した。」

　私
わたし

達
たち

の信
しん

仰
こう

と従
じゅう

順
じゅん

のゆえに、神
かみ

は

その霊
れい

を私達の上
うえ

に注
そそ

ぎ、大
おお

いなる

霊の覚
かく

醒
せい

をもたらして下
くだ

さった。全
ぜん

国
こく

民
みん

が集
あつ

まり、祭
さい

司
し

らが主
しゅ

の御
み

言
こと

葉
ば

を教
おし

えた。

　7
なのか

日の間
あいだ

、人
ひと

々
びと

は毎
まい

朝
あさ

神
かみ

の御
み

言
こと

葉
ば

を

聞
き

き、罪
つみ

を告
こく

白
はく

し、主
しゅ

との関
かん

係
けい

を

正
ただ

した。彼
かれ

らの犯
おか

した多
おお

くの過
あやま

ちや

罪にもかかわらず、主が下
くだ

さった数
かず

々
かず

の祝
しゅく

福
ふく

を数
かぞ

えて、人
ひと

々
びと

は神
かみ

をほめ

たたえた。

　主
しゅ

がこれまでずっと、彼
かれ

らに何
なに

を

命
めい

じておられたか、また、彼らの罪
つみ

にもかかわらず、主はずっと愛
あい

して

おられたことを悟
さと

ると、人
ひと

々
びと

は今
いま

ま

での過
あやま

ちを嘆
なげ

き始
はじ

めた。私
わたし

は彼らの

心
こころ

をはげますために、会
かい

衆
しゅう

の前
まえ

に

立
た

ち上
あ

がって言
い

った。

　「嘆
なげ

いたり、泣
な

いたりしてはいけ

ない！　さあ、行
い

って、ごちそうを

食
た

べ、甘
あま

い物
もの

を飲
の

みなさい。備
そな

えの

ない者
もの

には分
わ

けてあげなさい。今
きょう

日

は、主
しゅ

の聖
せい

なる日
ひ

です。悲
かな

しんでは

いけない。主を喜
よろこ

ぶことは、あなた

がたの力
ちから

です！」２
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“A Bible Adventure: The Man Who Built a Dream”--Japanese

このすごい聖
せい

書
しょ

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

について、もっと読
よ

んでみよう。

「聖書の偉
い

人
じん

：ネヘミヤ」を見
み

てね。

脚
きゃく

注
ちゅう

：
1 申

しん

命
めい

記
き

 4:27-31と12:5参
さん

照
しょう

2 ネヘミヤ記
き

 8:10参
さん

照
しょう
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